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は
じ
め
に

　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
お
い
て
二
〇
一
〇

年
で
全
人
口
に
占
め
る
六
五
歳
以
上
の

人
口
比
率
は
一
〇
・
五
％
で
あ
り
、
こ

れ
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
平
均
の
六
・

九
％
よ
り
上
位
に
あ
る
が
、
先
進
国
平

均
の
一
五
・
九
％
よ
り
は
下
位
に
あ
た

り
、両
者
の
中
間
に
位
置
す
る
。
ま
た
、

二
〇
五
〇
年
の
高
齢
化
率
も
一
九
・
〇
％

と
先
進
国
の
二
六
・
一
％
よ
り
低
く
、

同
国
で
は
緩
や
か
に
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
（http://esa.un.org/unpp/2009/2/2

閲
覧
）。
こ
う
し
た
高
齢
化
の
推
移
は
、

同
じ
新
興
諸
国
の
な
か
で
も
韓
国
や
中

国
と
言
っ
た
東
ア
ジ
ア
諸
国
と
比
べ
て

も
緩
や
か
で
高
齢
化
に
備
え
て
十
分
な

時
間
が
あ
り
、
そ
の
ピ
ー
ク
も
先
進
諸

国
や
東
ア
ジ
ア
諸
国
と
比
べ
る
と
低
い

と
言
う
意
味
で
、
人
口
学
上
の
高
齢
化

問
題
は
相
対
的
に
穏
や
か
な
も
の
で
あ

る
と
い
え
る
。

　
と
は
い
え
、高
齢
者
に
関
す
る「
問
題
」

と
し
て
年
金
を
は
じ
め
、
健
康
や
貧
困

問
題
な
ど
マ
ス
コ
ミ
や
学
会
で
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
に
お
け
る
高
齢
者
の
状
況
を
紹

介
し
、
つ
ぎ
に
高
齢
者
に
対
す
る
保
障

政
策
を
年
金
政
策
と
医
療
・
ケ
ア
制
度

を
中
心
に
概
観
し
、
そ
の
性
格
や
問
題

の
政
治
化
に
関
し
て
検
討
し
た
い
。

一
．
高
齢
者
の
状
況

　
ま
ず
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
お
け
る
高
齢

者
の
状
況
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
の
政
府
統
計
で
は
、
高
齢

者
は
六
〇
歳
以
上
と
六
五
歳
以
上
と
さ

れ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
二
〇
〇

一
年
に
刊
行
さ
れ
た
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

の
高
齢
者
に
関
す
る
全
国
的
な
調
査

（Secretaría de Terecera Edad y 
Acción Social [2001]

）
と
社
会
開

発
・
環
境
省
の
高
齢
者
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
（M

inisterio de Desarrollo 
Social y M

edio Am
biente [2000]

）

を
基
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
お
け
る
高
齢

者
の
状
況
を
紹
介
す
る
。

　
表
1
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
主
要
都
市

の
年
代
別
世
帯
構
成
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
年
齢
が
上
が

る
に
つ
れ
て
世
帯
構
成
が
小
さ
く
な

り
、
七
五
歳
以
上
の
女
性
の
約
三
〇
％

が
単
身
世
帯
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
二

人
世
帯
の
比
率
も
高
く
、
六
〇
歳
以
上

七
四
歳
以
下
の
高
齢
者
の
み
を
み
る
と

男
性
で
五
割
弱
」、
女
性
で
六
割
弱
が

一
人
か
二
人
世
帯
で
あ
り
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
に
お
い
て
は
高
齢
者
の
独
居
あ
る
い
は

高
齢
者
の
み
の
世

帯
が
多
い
こ
と
が

わ
か
る
。
も
ち
ろ

ん
二
人
世
帯
の
な

か
に
は
親
子
な
ど

夫
婦
以
外
の
組
み

合
わ
せ
も
考
え
ら

れ
る
が
、
他
の
資

料
で
も
高
齢
者
の

み
の
世
帯
が
多
数

で
あ
る
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
る

（M
inisterio de 

D
e
s
a
r
r
o
llo 

Social y M
edio 

Am
biente [2000a: 35]

）。

　
た
だ
し
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
経

済
危
機
に
よ
り
、
家
族
の
生
存
戦
略
と

し
て
子
供
が
親
と
同
居
す
る
ケ
ー
ス
が

よ
り
頻
繁
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
親
と
の
同
居
に
よ
り
、
家
賃
や
生

計
費
を
節
約
で
き
、
あ
る
い
は
子
供
が

失
業
し
た
場
合
に
親
の
年
金
が
家
族
を

支
え
る
唯
一
の
収
入
源
と
な
る
場
合
さ

え
あ
る
。

　
他
方
、
表
2
は
二
〇
〇
〇
年
の
高
齢

者
の
収
入
源
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
に
よ
る
と
高
齢
者
の
収
入
源
の
六

〇
％
が
年
金
か
社
会
扶
助
と
な
っ
て
お

り
、
高
齢
者
の
経
済
生
活
保
障
に
関
し

て
社
会
保
障
が
果
た
し
て
い
る
割
合
が

大
き
い
。
後
述
す
る
が
、
二
〇
〇
三
年

の
キ
ル
チ
ネ
ル
・
ペ
ロ
ン
党
成
立
以
降

表1　主要都市の年代別世帯構成（1998年）
年齢/
世帯人数

一人 二人 三人 四人以上

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性

30～40歳 4.3 2.7 10.5 9.8 16.9 16.1 68.3 71.3

45～59歳 5.5 5.3 13.1 18.4 18.1 22 63.4 54.4

60～74歳 8.5 17.7 38.8 40.9 23.5 17.5 29.2 23.8

75歳以上 16.7 29.6 53.1 35.2 13.6 12.8 16.6 22.4

（出所）Secretaría de Terecera Edad y Acción Social [2001: 71].

表2　アルゼンチンの高齢者の収入源（2000年、％）
大都市 中都市 小都市 全　国

本人年金 42 42.4 36 41

社会扶助 18.8 17.8 20.1 18.9

就労 19.7 22.6 19.7 20.2

家賃・金利 4.1 3.7 3.4 3.9

家族の支援 9.2 8.5 15.3 10.2

遺族年金 4.7 4.1 4.3 4.5

その他 0.8 0.6 1.2 0.8

データなし 0.7 0.3 0.5

合計 100 100 100 100

（出所）Ministerio de Desarrollo Social y Medio Ambiente [2000a: 29].
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様
々
な
諸
策
に
よ
り
年
金
の
カ
バ
ー
率

は
拡
大
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
高
齢

者
の
経
済
生
活
保
障
上
の
社
会
保
障
の

役
割
は
よ
り
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
推

測
さ
れ
、
年
金
は
し
ば
し
ば
最
重
要
の

政
治
的
課
題
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　
表
3
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
大
都
市
部

の
二
〇
〇
六
年
に
お
け
る
高
齢
者
の
貧

困
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ

で
の
高
齢
者
は
六
五
歳
以
上
と
な
っ
て

い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
高
齢
者
の
貧
困

率
は
一
一
・
〇
％
と
全
人
口
の
貧
困
率

二
六
・
九
％
よ
り
低
い
こ
と
が
注
目
さ

れ
る
。
ま
た
男
性
と
女
性
の
高
齢
者
の

貧
困
率
も
そ
れ
ぞ
れ
一
一
・
八
％
と
一

〇
・
九
％
と
な
っ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど

両
性
間
に
差
異
が
み
と
め
ら
れ
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
二
〇
〇
三
年
の
キ
ル
チ

ネ
ル
政
権
成
立
以
降
に
高
齢
者
を
対
象

に
年
金
の
カ
バ
ー
率
が
拡
大
し
、
あ
わ

せ
て
支
給
年
金
額
の
引
き
上
げ
も
行
わ

れ
、
よ
り
多
く
の
高
齢
者
が
社
会
保
障

制
度
か
ら
現
金
収
入
を
取
得
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
と
大
き
く
関
係
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
逆
に
、
貧
困
に
関

し
て
最
も
脆
弱
な
層
は
〇
歳
か
ら
一
三

歳
ま
で
の
子
供
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
、
高
齢
者
の
み
の

世
帯
が
多
数
で
あ
り
、
ま
た
高
齢
者
世

帯
の
最
大
の
収
入
源
は
社
会
保
障
と

な
っ
て
い
る
。
年
金
制
度
が
拡
充
し
た

結
果
、
高
齢
者
の
貧
困
は
、
他
の
世
代

と
比
較
す
る
と
低
く
な
っ
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

二
．
年
金
制
度
改
革

　
前
述
し
た
よ
う
な
相
対
的
に
低
い
高

齢
者
の
貧
困
率
は
、
二
〇
〇
三
年
に
成

立
し
た
キ
ル
チ
ネ
ル
政
権
の
年
金
制
度

改
革
と
関
係
し
て
い
る
。
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
の
年
金
制
度
は
一
九
九
〇
年
代
メ
ネ

ム
政
権
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
に
公
的
賦

課
方
式
か
ら
、
公
的
な
共
通
基

礎
年
金
に
加
え
て
、
付
加
年
金

部
分
を
民
間
積
立
方
式
か
公
的

賦
課
方
式
の
ど
ち
ら
か
か
ら
加

入
者
が
自
由
に
選
択
出
来
る
制

度
に
転
換
さ
れ
た
。
政
府
の
誘

導
政
策
も
あ
り
、
加
入
者
の
多

数
は
民
間
積
立
方
式
を
選
択
し

た
。
一
九
八
〇
年
代
に
「
失
わ

れ
た
一
〇
年
」
と
呼
ば
れ
た
深

刻
な
経
済
危
機
を
経
験
し
た
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
は
、
一
九
九
〇
年

代
に
な
る
と
マ
ス
コ
ミ
、
政
府
、
学
会

等
で
経
済
過
程
に
対
す
る
公
的
介
入
に

よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
非
効
率
性
が
批
判

さ
れ
、
市
場
機
能
を
重
視
す
る
新
自
由

主
義
的
思
想
が
広
ま
り
を
み
せ
て
い
た
。

一
九
九
〇
年
代
の
年
金
一
部
民
営
化
に

際
し
て
は
、
労
働
組
合
や
年
金
生
活
者

団
体
を
含
め
国
民
的
議
論
が
活
発
化

し
、
マ
ス
コ
ミ
で
も
大
き
く
改
革
の
行

方
に
つ
い
て
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　
民
間
積
立
方
式
の
推
進
論
者
は
、
賦

課
方
式
で
は
不
明
確
な
年
金
保
険
料
の

支
払
い
と
受
給
の
関
係
が
積
立
方
式
で

は
明
確
化
す
る
た
め
、
年
金
保
険
料
未

納
は
減
少
す
る
で
あ
ろ
う
と
説
明
し
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
、
多
数
が
民
間
積
立

方
式
を
選
択
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
年

金
の
カ
バ
ー
率
は
表
4
に
あ
る
よ
う
に

む
し
ろ
低
下
し
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
保
険
料
の
未
納
の
原
因
は
年
金
制

度
自
体
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
不
安
定

な
雇
用
と
、
そ
の
増
大
が
原
因
で
あ
る

と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
も
そ
も
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
で
一
九
九
〇
年
代
ま
で
公

的
年
金
制
度
の
カ
バ
ー
が
さ
れ
て
い
た

の
は
、
社
会
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る

フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク
タ
ー
の
勤
労
者
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
キ
ル
チ
ネ
ル
政
権

の
年
金
改
革
ま
で
公
的
年
金
の
カ
バ
ー

率
は
五
〇
％
台
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
二
〇
〇
一
年
末
に
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
は
デ
フ
ォ
ル
ト
状
態
と
な
る
深

刻
な
経
済
危
機
に
直
面
し
た
。
二
〇
〇

二
年
に
は
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
圏
の
貧

困
人
口
は
五
〇
％
を
超
え
る
社
会
的
危

機
に
直
面
し
て
い
た
（http://w

w
w
.

indec.m
econ.ar/2

0
1
0
/6
/3
0

閲

覧
）。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
二
〇
〇

三
年
に
は
新
自
由
主
義
を
批
判
し
た
ペ

ロ
ン
党
の
キ
ル
チ
ネ
ル
政
権
が
成
立
し

た
。
同
政
権
は
民
営
化
さ
れ
た
国
営
企

業
の
一
部
再
国
営
化
を
行
い
、
輸
出
規

制
を
し
て
物
価
を
安
定
さ
せ
よ
う
と
す

る
な
ど
、
選
挙
戦
で
明
言
し
た
新
自
由

主
義
経
済
政
策
の
修
正
を
試
み
て
い

た
。
二
〇
〇
七
年
に
キ
ル
チ
ネ
ル
大
統

領
夫
人
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
が
政
権
に

就
く
が
、
キ
ル
チ
ネ
ル
政
権
の
政
策
を

継
続
し
て
い
る
。
同
政
権
の
年
金
改
革

は
、
カ
バ
ー
率
の
拡
大
と
年
金
支
給
額

の
引
き
上
げ
で
あ
っ
た
。
カ
バ
ー
率
の

引
き
上
げ
は
二
〇
〇
四
年
末
に
法
制
化

さ
れ
た
「
年
金
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
」
を
と

お
し
て
行
わ
れ
た
。

　「
年
金
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
」
と
は
、
保
険

表3　大都市部における貧困・最貧困人口比（2006年、％）
全人口 65歳以上

非貧困 73.1 89.0

貧　困 26.9 11.0

貧　困（最貧困を除く） 18.2 7.8

最貧困 8.7 3.2

女　性

　非貧困 73.5 89.6

　貧　困 26.5 10.4

　貧　困（最貧困を除く） 18.1 7.4

　最貧困 8.4 3.0

男　性

　非貧困 72.8 88.2

　貧　困 27.2 11.8

　貧　困（最貧困を除く） 18.3 8.3

　最貧困 8.9 3.5

（出所）http://www.indec.mecon.ar/2009/2/2閲覧。

表4　公的年金制度のカバー率（1996～2007年）
カバー率（％） カバー率（％）

1996 55.8 2002 50.3

1997 57.7 2003 49.2

1998 55.9 2004 47.9

1999 54.1 2005 47.3

2000 52.1 2006 56.5

2001 51.9 2007 70.5

（出所）Boudou et al. [2007: 17].
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料
の
未
納
に
よ
り
年
金
が
受
給
で
き
な

い
高
齢
者
に
対
し
て
、
未
納
保
険
料
の

最
初
の
一
ヶ
月
分
を
納
入
す
る
と
年
金

が
受
給
で
き
、
残
り
の
未
納
分
は
分
割

し
て
受
給
し
た
年
金
か
ら
支
払
う
仕
組

み
で
あ
る
。こ
の「
年
金
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
」

導
入
に
よ
り
、
年
金
の
カ
バ
ー
率
は
飛

躍
的
に
向
上
し
た
。
キ
ル
チ
ネ
ル
政
権

が
成
立
し
た
二
〇
〇
三
年
に
は
五
六
・

九
九
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、
二
〇
一
〇

年
に
は
八
七
・
八
％
に
向
上
し
て
い
る
。

ま
た
、
最
低
年
金
も
二
〇
〇
三
年
に
一

五
〇
ペ
ソ
で
あ
っ
た
も
の
が
二
〇
一
〇

年
に
は
八
九
五
ペ
ソ
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

平
均
年
金
も
三
四
三
ペ
ソ
（
二
〇
〇
三

年
）
か
ら
一
一
五
七
ペ
ソ
（
二
〇
一
〇
年
）

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
（http://w

w
w
.

anses.gob.ar/

　
二
〇
一
一
年
二
月
一
六

日
閲
覧
⑴

）。（
二
〇
一
一
年
二
月
一
六
日

現
在
一
ド
ル
＝
四
・
〇
五
ペ
ソ
）

　
二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
ブ
ラ
ザ
ー
ズ

破
綻
を
き
っ
か
け
と
す
る
世
界
的
な
金
融

危
機
を
背
景
に
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
政
権

は
年
金
基
金
運
用
会
社
が
運
営
す
る
民
間

積
立
方
式
年
金
制
度
を
再
国
営
化
し
た
。

国
営
化
の
理
由
と
し
て
国
家
社
会
保
障

局
（ANSES: Adm
inistración N

acional 
de la Seguridad Social

）
は
、
積
立

方
式
に
よ
り
国
家
負
担
が
減
少
し
、
雇

用
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
化
が
防
止
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
と
の
予
測
が
当
た
ら
ず
、

高
い
手
数
料
が
取
ら
れ
、
支
給
額
の
改

善
が
見
ら
れ
な
い
点
な
ど
を
指
摘
し
て

い
る
⑵

。
要
す
る
に
公
的
年
金
の
民
営

化
に
よ
り
達
せ
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
目
標

が
達
せ
さ
れ
て
い
な
い
ど
こ
ろ
か
、
効

率
化
の
点
な
ど
で
悪
化
し
て
い
る
と
批

判
し
て
い
る
。再
国
営
化
に
際
し
て
は
、

国
家
社
会
保
障
局
が
年
金
を
一
元
的
に

運
営
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
民
間
積
立

方
式
に
よ
り
積
み
立
て
ら
れ
た
個
人
の

積
立
金
は
、
公
的
年
金
制
度
の
「
持
続

可
能
性
保
障
基
金
（FGS: Fondo de 

G
arantía de Susutentabilidad

）」

に
統
合
さ
れ
た
。
持
続
可
能
性
保
障
基

金
は
、
年
金
支
払
い
の
保
障
の
他
に
、

そ
の
投
資
を
通
じ
て
国
家
の
発
展
も
目

的
と
さ
れ
て
い
る
（http://w

w
w
.anses.

gob.ar/

　
二
〇
一
一
年
二
月
一
六
日

閲
覧
⑶

）。

　
こ
の
よ
う
に
二
〇
〇
三
年
以
降
、
キ

ル
チ
ネ
ル
お
よ
び
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
政

権
は
新
自
由
主
義
的
経
済
政
策
に
批
判

的
な
ス
タ
ン
ス
を
と
り
、
年
金
制
度
改

革
に
も
両
政
権
の
そ
う
し
た
政
策
的
指

向
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
政

策
の
結
果
、
年
金
の
カ
バ
ー
率
が
拡
大

さ
れ
、
支
給
額
が
増
大
し
た
。

三
．
医
療
・
ケ
ア

　
高
齢
者
に
と
っ
て
年
金
と
並
び
医
療

と
ケ
ア
は
、
社
会
保
障
上
重
要
な
事
項

で
あ
る
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
医
療
制
度

は
、
医
療
支
出
面
で
分
類
す
る
と
公
的

医
療
保
険
、
民
間
医
療
保
険
（
私
費
を

含
む
）、
公
立
病
院
の
三
種
に
区
分
で
き

る
。
公
的
・
民
間
医
療
保
険
は
そ
れ
ぞ

れ
独
自
の
医
療
機
関
を
保
持
す
る
と
同

時
に
、
民
間
医
療
機
関
と
契
約
し
て
医

療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。
公
立
病
院

は
、
原
則
無
料
で
全
国
民
を
対
象
と
し

た
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
が
、

利
用
者
は
公
的
・
民
間
医
療
保
険
に
加

入
し
て
い
な
い
低
所
得
層
が
中
心
と

な
っ
て
い
る
。
公
的
医
療
保
険
は
、
労

働
組
合
が
運
営
す
る
も
の
が
多
い
が
、

退
職
者
は
退
職
者
向
け
国
家
社
会
サ
ー

ビ
ス
局
（Instituto Nacional de Servicios 

So
ciales p

ara Ju
b
ilad

o
s y 

Pensionados 

通
称PAM

I

）
が
運
営
す

る
医
療
保
険
に
加
入
す
る
場
合
が
多
い
。

　
一
九
九
七
年
の
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス

首
都
圏
に
お
け
る
六
五
歳
以
上
の
高
齢

者
の
六
三
％
が
公
的
あ
る
い
は
民
間
の

医
療
保
険
に
加
入
し
、
三
七
％
が
公
立

病
院
の
み
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
調

査
に
よ
り
示
さ
れ
て
い
る
（Secretaría 

de Terecera Edada y Acción Social 
[2001: 219]

）。
一
九
九
四
年
に
実
施

さ
れ
た
都
市
部
に
住
む
六
〇
歳
以
上
の

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
高
齢

者
の
う
ち
Ｐ
Ａ
Ｍ
Ｉ
に
加
入
し
て
い
る

も
の
が
六
一
・
三
％
、
そ
の
他
の
公
的

医
療
保
険
が
二
八
・
〇
％
、
州
立
医
療

保
険
が
八
・
九
％
で
民
間
医
療
保
険
加
入

者
は
一
・
八
％
に
す
ぎ
な
い
（Secretaría 

de Terecera Edada y Acción Social 
[2001: 220]

）。
公
立
病
院
は
、
設
備

の
老
朽
化
、
長
い
待
ち
時
間
や
薬
剤
の

入
手
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
な
ど
の

問
題
を
抱
え
て
い
る
が
、
医
療
保
険
未

加
入
者
に
と
っ
て
は
唯
一
の
受
診
可
能

な
医
療
施
設
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

キ
ル
チ
ネ
ル
政
権
成
立
以
降
、
年
金
カ

バ
ー
率
の
拡
大
と
伴
に
、
Ｐ
Ａ
Ｍ
Ｉ
の
加

入
者
数
も
増
大
し
て
い
る
。
Ｐ
Ａ
Ｍ
Ｉ
に

加
入
す
る
と
か
か
り
つ
け
医
（m

édico 
de cabecera

）を
選
定
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
医
療
面
で
は
、

医
療
サ
ー
ビ
ス
提
供
は
民
間
部
門
が
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、
医
療

支
出
全
体
と
し
て
み
る
と
公
的
制
度
が

高
齢
者
の
医
療
を
支
え
て
い
る
。

　
他
方
、
ケ
ア
に
関
し
て
公
的
制
度
は

貧
弱
で
あ
る
。
老
人
ホ
ー
ム
は
一
九
九
八

年
の
調
査
に
よ
る
と
四
三
三
施
設
が
確

認
さ
れ
て
い
る
が
、
同
調
査
は
全
国
調

査
で
な
か
っ
た
た
め
、
実
数
は
こ
れ
を
上

回
る
。
老
人
ホ
ー
ム
四
三
三
施
設
の
う

ち
二
一
・
二
％
が
公
的
施
設
で
、
七
三
・

九
％
が
民
間
施
設
で
あ
る
（Secretaría 

de Terecera Edada y Acción Social 
[2001: 398]

）。
公
的
老
人
ホ
ー
ム
は
、

施
設
が
古
く
基
本
的
に
大
部
屋
で
、
入

居
者
も
事
実
上
貧
困
高
齢
者
が
中
心
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
入
居
希
望
者
が
多

く
、
入
居
待
ち
の
人
も
多
い
。
民
間
老

人
ホ
ー
ム
は
、
医
療
保
険
と
契
約
し
て

い
る
場
合
が
多
く
、
ま
た
そ
の
サ
ー
ビ

ス
や
施
設
の
状
況
も
支
払
う
料
金
に
よ

り
大
き
な
差
が
見
ら
れ
る
。
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ケ
ア
が
必
要
な
高
齢
者
の
介
護
は
、

老
人
ホ
ー
ム
に
入
居
す
る
以
外
は
基
本

的
に
家
庭
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
中

産
層
以
上
の
家
庭
で
は
、
家
事
一
般
に
低

所
得
層
の
女
性
を
お
手
伝
い
さ
ん
と
し

て
雇
用
す
る
こ
と
が
日
常
よ
く
み
ら
れ

る
光
景
で
あ
り
、
高
齢
者
の
ケ
ア
も
お

手
伝
い
さ
ん
や
看
護
師
を
雇
用
し
て
家

庭
で
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
一
人
暮
ら

し
で
ケ
ア
の
必
要
な
高
齢
者
も
、
個
人

的
に
お
手
伝
い
さ
ん
を
雇
用
し
生
活
を

行
っ
て
い
る
場
合
が
よ
く
み
ら
れ
る
。
そ

の
場
合
、
ケ
ア
の
訓
練
を
受
け
て
い
な

い
人
が
高
齢
者
を
ケ
ア
す
る
こ
と
に
な

る
。
一
方
、
低
所
得
層
で
は
家
族
が
高

齢
者
の
ケ
ア
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
他
方
、
公
的
な
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
制

度
も
開
始
さ
れ
て
い
る
。
ブ
エ
ノ
ス
ア

イ
レ
ス
市
を
例
に
と
る
と
、
ヘ
ル
パ
ー

の
コ
ー
ス
修
了
者
が
、
貧
困
等
の
条
件

に
適
合
す
る
要
介
護
高
齢
者
の
自
宅
を

訪
問
し
、
週
合
計
六
時
間
を
二
回
ま
た

は
三
回
の
サ
ー
ビ
ス
に
分
け
て
提
供
す

る
。
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
市
に
は
六
〇

〇
人
の
公
的
な
ヘ
ル
パ
ー
が
お
り
、
市

は
彼
・
彼
女
ら
に
時
給
一
四
ペ
ソ
を
補

助
金
と
し
て
支
出
し
て
い
る
。
他
市
の

事
例
で
は
、
ヘ
ル
パ
ー
の
時
給
が
安
い

た
め
に
、
コ
ー
ス
修
了
者
が
公
的
制
度

の
ヘ
ル
パ
ー
に
な
ら
ず
、
民
間
に
雇
用

さ
れ
る
こ
と
が
多
々
あ
る
と
い
う
⑷

。

と
は
い
え
、
公
的
ヘ
ル
パ
ー
制
度
は
対

象
が
貧
困
者
に
限
定
さ
れ
、
し
か
も
数

が
少
な
く
、
需
要
を
満
た
す
状
況
か
ら

は
程
遠
い
と
い
え
る
。
高
齢
者
の
介
護

は
こ
の
様
に
家
族
主
義
と
貧
弱
な
公
的

制
度
と
い
う
問
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、

常
に
マ
ス
コ
ミ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
年
金
と
異
な
り
、
今
の
と
こ
ろ
政
治

的
イ
シ
ュ
ー
に
な
っ
て
い
な
い
。

●
お
わ
り
に

　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
緩
や
か
に
で
は

あ
る
が
人
口
の
高
齢
化
は
着
実
に
進
ん

で
い
る
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
年
金
制

度
は
、
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
中
核

を
な
し
一
九
九
〇
年
代
以
来
し
ば
し
ば

政
治
的
イ
シ
ュ
ー
と
な
っ
て
き
た
。
一

九
八
〇
年
代
の
「
失
わ
れ
た
一
〇
年
」

と
呼
ば
れ
た
経
済
危
機
後
の
一
九
九
〇

年
代
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
国
家
介
入
型

経
済
政
策
が
否
定
さ
れ
、
市
場
競
争
を

重
視
す
る
新
自
由
主
義
が
社
会
政
策
面

に
ま
で
お
よ
び
、
多
く
の
論
者
が
市
場

機
能
の
有
効
性
を
唱
え
た
。
そ
の
よ
う

な
状
況
の
も
と
で
、
そ
れ
ま
で
の
公
的

賦
課
制
度
は
、
一
部
が
民
間
積
立
方
式

を
加
入
者
が
選
択
出
来
る
制
度
に
転
換

さ
れ
た
。
し
か
し
二
〇
〇
一
年
末
の
経

済
危
機
と
二
〇
〇
八
年
の
経
済
危
機
を

経
験
し
た
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
国
民
と
政

府
の
な
か
に
、
社
会
保
障
制
度
の
根
幹

に
市
場
機
能
を
導
入
す
る
こ
と
へ
の
疑

念
が
広
ま
り
、
年
金
制
度
は
再
度
国
営

化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
二
〇
〇
三

年
に
反
新
自
由
主
義
を
唱
え
て
成
立
し

た
キ
ル
チ
ネ
ル
政
権
と
そ
の
後
継
で
あ

る
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
政
権
に
よ
り
、
年

金
の
カ
バ
ー
率
は
拡
大
さ
れ
、
支
給
額

の
引
き
上
げ
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
う
し

た
年
金
制
度
の
改
革
を
両
政
権
で
は
普

遍
主
義
的
な
社
会
保
障
制
度
の
普
及
と

し
て
言
説
レ
ベ
ル
で
語
ら
れ
て
い
る

が
、
社
会
保
険
制
度
を
維
持
し
た
ま
ま

の
改
革
で
は
根
本
的
な
改
革
で
は
な
い

と
の
批
判
も
で
て
い
る
⑸

。

　
他
方
、
年
金
制
度
の
拡
充
に
よ
り
高

齢
者
へ
の
経
済
保
障
は
充
実
し
て
き
た

が
、
ケ
ア
の
面
で
は
家
族
が
中
心
の
ま

ま
で
あ
る
。
都
市
化
が
進
み
、
核
家
族

が
進
展
し
て
い
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
お

い
て
は
、
今
後
ケ
ア
の
問
題
が
深
刻
化

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
当
初
よ
り

公
的
制
度
で
あ
り
現
役
労
働
者
が
拠
出

し
て
い
た
年
金
制
度
は
、
制
度
改
革
が

政
治
化
さ
れ
や
す
い
。
そ
の
反
面
、
ケ

ア
は
家
庭
内
で
営
ま
れ
る
私
的
な
こ
と

で
あ
る
と
見
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
そ
の

こ
と
は
、
ケ
ア
に
関
す
る
制
度
が
家
族

主
義
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
と

も
関
連
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
公
共

領
域
で
盛
ん
に
議
論
さ
れ
て
い
る
年
金

制
度
と
は
異
な
り
、
そ
の
必
要
性
が
高

ま
っ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
ケ
ア
問

題
の
政
治
化
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。

（
う
さ
み

　
こ
う
い
ち
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
　
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
研
究
グ
ル
ー
プ
長
）
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